
  

プレスリリース 
速報版 

グローバル・オール・メンバー・ミーティングにおいて、GENIVI  

アライアンスが改良型の開発プラットフォーム発表 

GENIVI コミュニティが公表し、改良した新機能ニュース 

 

カリフォルニア州,サン・ラモン  – 2016 年 10 月 18 日 – 非営利団体である GENIVI

アライアンスは、運送業界に向けたオープン車載インフォテインメント（IVI）およびコネク

ティビティ・ソフトウェア開発に注力、本日、改良型 GENIVI 開発プラットフォーム

（GDP）である、GDP 11 リリース・キャンディデイト 3（RC3）を発表しました。リリー

ス・キャンディデイトは、広範に利用でき、全面公開直前に安定性実証のためテストを行っ

た GDP 版です。 

カリフォルニア州バーリンゲームで行われる GENIVI オール・メンバー・ミーティン

グで、今週公開される新 GDP 11 RC3 は、IVI およびコネクテッド・カー・ソフトウェアの

テスト・試作・改良・配布をサポートするため、革新的で製品化直前のコードを作成し、

「自動車コンテキスト」を提供、オープンソース・ソフトウェア開発に参加する、他分野の

デベロッパーにとって不可欠なツールとなるでしょう。 

新プラットフォームは以下の通りです。 

 GENIVI ブランド GUI および設定型アプリケーション・ランチャーでユーザの

経験を豊かなものにします。 

 改良したソフトウェア開発環境です（SDK 含む）。 

 GENIVI ベースラインおよび GENIVI プラットフォーム・コンプライアンス・ 

スペシフィケイションのバージョン 11 に対応させ、イベントにおいても公表

します。 

 リモート・ビークル・インターアクション・コアおよび SOTA クライアントソ

フトウェアで、車両接続性を高めます。 
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オール・メンバー・ミーティングの目的は、「コネクテッド・カー・コミュニティの

進展」であり、さらには業界を代表するエキスパートが集い、スマート都市、スマート・イ

ンフラ、スマート運送業界におけるコネクテッド・カー、クラウドおよび大きな可能性を秘

めたビッグデータへの車両接続、そして自動車業界にもたらすであろう改革といった点につ

いて、語り合うところにあります。 

GDP 11 RC3 プラットフォーム発表は、GENIVI が過去数ヶ月にわたって発表してき

た、最新イニシアティブのみが対象です。初期において、アライアンスは以下を明らかにし

ました。 

 Challenge Grant Program は、GENIVI 開発プラットフォームを改良するため、

目標機能の達成加速を狙って設計されたものです。プログラムはアライアンス

の GDP 向上のため、オープンソースソフトウェアの開発を期待して、団体の

メンバー非メンバーを問わず開放されています。 

 新オープンソース車両シュミレーター・プロジェクトは、デベロッパーとエン

ドユーザコードの両者が直ちに使用可能です。プロジェクトでは、安全開発に

向けて採用者をサポートし、運転時にシミュレーションする iVI システムのユ

ーザインターフェースのテストを行う、オープンソースで拡張型の運転シュミ

レーターを提供します。 

 デトロイトのテクスタ・モビリティーとの協力契約書は、未来のモビリティー

およびコネクテッド・カー・ソリューションに注力する、新興企業間の関係強

化を狙いとしています。 

### 

GENIVI アライアンスについて  

The GENIVIアライアンスは自動車業界を対象にしたオープン車載情報 ( IVI ) とコネクティ

ビティプラットフォームを扱う非営利団体です。140社以上の企業が参加するグローバルな

ネットワーキングコミュニティで、コネクテッド・カーの関係者と世界トップクラスの開発

者を協力的な環境で結び付けることにより、無料のオープンソースミドルウェアを提供して

います。GENIVI の本部は米国カリフォルニア州サンラモンにあります。 

 

報道関係お問合せ先 - GENIVI アライアンス： 

Craig Miner (グレイグ・マイナー) 

GENIVI アライアンス 

+1.248.840.8368 

cminer@quell.com 

https://www.genivi.org/genivi-15th-all-member-meeting
http://www.genivi.org/
mailto:cminer@quell.com

